
別紙様式1

福島県立梁川高等学校

1　課題、改善が求められる点 2　今年度の行動目標・取組内容 3　点検方法・時期 4　検証（左記１２３の反省、今後の課題等）
①教職員の不祥事を起こさないという
意識を絶えず高める必要がある。

②交通違反や交通事故があった年もあ
るので、更なる交通法規の遵守の意識
を高める。

①職員一人ひとりが不祥事に対する意
識を向上させる。（服務倫理に関する
チェックリストの実施）
②交通法規の遵守を互いに呼びかけ
る。
③事故発生時には適切な対応を取る。
④事故防止のための「三つの１０」を心
がける。

※「三つの１０」・・・１０分早めの出発、
１０％減速、１０（充）分な車間距離

①②学期始に１回、全職員が服務に
ついてのチェックリストに取り組む。

学
校
内

①不祥事を教職員個人の問題ととらえ
がちである。

②更に相談しやすい体制の整備

①校内の服務倫理委員（飲酒運転、体
罰、わいせつ・セクハラ）を中心に呼び
かけを行う。

②全職員を対象に、校長等によるヒア
リングを定期的に実施する。
③教職員間のセクシュアル・ハラスメン
トについての相談がしやすいよう服務
倫理推進員セクシュアル・ハラスメント
担当を男女１名ずつ置く。
④互いに協力し、多忙化防止に努める
職場環境をつくる。

①学期に１回、服務倫理委員会を開
催し、本校の現状、これまでの取り組
みの検証及び今後の展開等について
話し合う。
②全職員を対象に、校長等によるヒア
リングを年に２回実施し、教職員の意
識を確認する。
③世代間の交流の場として、教職員
の懇談会を実施する。（男女別）
④管理職による在校時間記録簿の点
検にもとづき、必要な対応をとる。

学
校
外

①情報発信の充実 ①不祥事防止に向け、学校ホームペー
ジ等により情報発信を行う。
②学校評議員をまじえた服務倫理委員
会を開催する。
③学校公開や保護者会等の機会に保
護者や地域の方々との情報交換を行
う。

①学期に１回、服務倫理委員会を開
き、情報共有を行う。

【不祥事根絶に向けた本校の決意】（行動基準）

守ります　生徒も　マナーも　信頼も　　（チーム梁川）

区分

教職員の規範
意識の確立

学校組
織として
の不祥
事根絶
体制の
確立

不祥事根絶のための行動計画


